

Model PM 4001 取扱説明書 


Integrated Amplifier 



マランツのステレオインテグレーテッドアンプをお買い上げいただき、ありがとうございます。 


ご使用の前に、この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりまずが、ご不審な箇所などあり 
ましたら、お早めにお買い上げ店、当社お客様ご柜談センター、または最寄りの当社営業所/サービスセンターに 
お問い合わせください。 
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安全上のごを意 

V_ J 


ご使用の前に、この「ま全上のごま意」をよくお読みになり、正しくお使いくださし、。 
お読みになったあとは、し、つでも見られる場所に保証害と共に必ず保管してください。 


C _ ) 絵表示について ( _ j 

この「安全上のごを意」は、製品を巧全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害をホ 
然に防止するため、いろいろな絵表示をしていまず。内容をよ<理解してから本文をお読み<ださい。 


A ちを C と t この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷 
胃 D を負う可能せが想定される内容を示しています。 


A を意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能 
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を 
示しています。 


€ 


〇記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は々解禁止）が巧かれています。 


参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が巧かれてい 
ます。 


A A 記号はを意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注意）が巧かれています。 
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安全上のごま意 

V_ y 


A 

堂化 



電源プラグを 
コンセントから抜< 


•万一、煙が化ている、変なにおいや音がずるなどの異常状態のまま使用すると义災'感電の 
原因となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、あず電源プラグをコンセントか6 
抜いてください。煙が化な<なるのを殖認して販売店に修理をご化頼ください。 

•万一、内部に水などが人った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントか6抜いて販売店にご連絡<ださい。そのまま使用すると火災-感電の原因となり 
ます。 

•万一、機器の内部に異物が人った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグ 
をコンセントか6抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。 


A •電源コードが傷んだら（な綜の露化、断線など）販売店に交換をご巧頼ください。そのまま 
使用すると义が' 感電の原因となります。 


•風呂場等の水滴がかかる場所では使用しないでください。火災' 感電の原因となります。 

水場での使用禁止 



> • 乾電池は、充電しないでください。電池の玻裂、液われ1こより、义炎、けがの原因となります。 



•雷が鳴り化した6、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 
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處 

電源プラグを 
コンセントから抜< 


•表示された電源電圧（交流100ボルト） t (外の電圧で使用しないで < ださい。火災'感電の 
原因となりまず。 

•この機器を使用できるのは日本国内のみでず。船舶などの直流の C ) 電源には接続しないで 
<ださい。义災の原因となります。 


•この機器に水が人ったり、めらさないようにごを意<ださい。火炎'感電の原因となります。 
雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意<ださい。 


•万一，この機器ををしたり、キャビネットを®損した場合は、機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連給ください。そのまま使用すると义災 • 
感電の原因となります。 


Q 


• この機器の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱がこわり、义がの原 
因となります。この機器には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに開 □ 
部があけてありまず。次のような使いちはしないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。この機器を押し入れ、専用のラック t (外の本 
箱など風适しの悪い狭い所に押し込む。テーブルク□スをかけたり，じゅうたん、布団の上 
において使用する。 


A •この機器を設置する場合は、壁か6 20 cm じ(上の圍隔をおいてください。また、放熱をよく 
するために、化の機器との闇はかし離して置いてください。ラックなどに入れる時は，機器 
の天面から 20 cm じ(上、背面から 20 cm じ(上のすきまをあけてください。内部に熱がこちり 
义炎の原因となります。 


電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にな6ないようにしてください。 
コードに傷がついて、义災'感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、 
それに気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。 
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ま全上のごま意 

V_ J 


A 

警 告 

V . J 

/X \ •この機器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでください。义巧の原因にな 
V X 7 ります。 

• この機器の開□部などから内部に金属類や燃えやすい电のなどを差し込んだり、をし込んだ 
りしないでください。义炎-感電の原因となります。特にお子様のいるごを庭ではごを意く 

(X ) ださぃ。 

V y •この機器の上に巧びん、植木鉢，コップ、化粧品、薬品や水などの人った容器やルさな金属 
物を置かないでください。こぼれたり、中に入った場合义災'感電の原因となります。 

\ •この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い 
V 1\7 部分があり、感電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店にご依頼ください。 

グ • この機器を改造しないでください。火災-感電の原因となります。 

\ •電源コードを傷つけたり、化工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、力□熱 
V X / したりしないでください。コードが玻損して、义災•感電の原因となります。 


广 ^ 

A 

ミま意 

J 

•調理台や力日湿器のそばなど'油煙や湯気が当たるような場所に置かないで<ださい。火災■感 
電の原因となることがあります。 

• ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。をちたり、倒れたり 
してけがの原因となることがありまず。 

( X 1 • 電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶けて、义災'感電の原因 

V _V となることがあります。 

•窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高<なる場所に放置し 
ないでください。キャビネ、ソトや部品に悪い影響をちえ、火炎の原因となることがあります。 
•湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火炎' 感電の原因となることがあります。 

•オーディオ機器を接続ずる場合は、を々の機器の取あ説明書をよ<読み、電源を切り、説明 
f に従って接続してください。また、接続は指定のコードを使用してください。指定 W かのコー 

^^ ドを使用したり、コードを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。 

/ I \ •電源を人れる前には、音量（ボリューム）を最ルにしてください。突然大きな音がでて聴力 

^-^ 障害などの原因となることがありまず。また、了レビ等の音唐を本機のスピーカーを使って 

お楽しみになる前にも、音量（ボリューム）を最かじしてください。 

•載 のスイ、がを切]ても載か5は完をに S 断されていません。で-轉娜 lb のため、 
巧し 本製品を電源コンセントのおくに置き、すぐに電源コンセントか6プラグを抜けるようにし 

了ご使用くださぃ。 

コンセントからなく 

y \ •電池をリモコン内に挿入する場合、極性表示プラス©とマイナス©の向きにを意し、表示 
/|\ 通りに人れてください。闇違えると電池の巧裂、あもれにより、火が、けがや周囲をミち損す 
/ • \ る原因となることがありまず。 

A •指を W かの電池は使用しないでください。また、おしい電池と古い電池を混ぜて使用しない 
/|\ でください。電池の破裂、ミ夜われにより、义災-けがや周囲をミち損する原因となることがあ 
/ • \ ります。 

•ご不要になった電池を廃棄ずる場合は、各巧の地ち自治団体の指示（を例）に従って処理し 
/ J \ てくだちぃ。 

• 旅術どで S 願、この艦をご使用にな5ない瞄まずをのため'ぶ、ず電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください。 

• ボ手人れの際は安をのため電源プラグを]ンセントから抜いてわてください。 

コンセントからなく 
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ま全上のごま意 
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A 

ミま意 


〇 



0 


5年に一度< 6いは機器内部の掃除を販売店などじご相談<ださい。機器の内部にほこりが 
たまったまま、長い聞掃除をしないと义災や故障の原因となることがありまず。特に、湿気 
のをくなる梅雨期の前に巧うと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店などに 
ご相談ください。 


濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張6ないでください。コードが傷つき、火災■感 
電の原因となることがあります。あずプラグを持って抜いてください。 




•電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、保管し 
ないでください。電池のプラス©端子とマイナス©端子の闇がショートし、電池の巧裂、 
巧もれじより、义災、けがの原因となることがあります。 


0 


電池は、力□熱したり、分解したり、义や水の中に人れないでください。電池の玻裂、巧われ 
により、火災、けがの原因となることがあります。 


〇 

處 

電源プラグを 
コンセントからなく 


長期闇使用しない時は、電池をリモコンか6取り化しておいてください。電油か6巧がもれ 
て义災、けが、周囲をミち損する原因となることがありまず。もし巧がもれた場合は、電油ケー 
スについたあをよく拭き取ってか6新しい電池を入れてください。また、万一、もれたあが 
身体についた時は、水でよく洗い流してください。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、あず電源プラグをコンセントか6抜き、機器聞の 
接続 コー ドなど外部の接続 コー ドを外してか6行って<ださい。 コー ドが傷つき、火災•感 
電の原因となることがあります。 


0 


長時閨音が歪んだ状態で使わないで<ださい。スピーカーが発熱し、义炎の原因となること 
があります。 


この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、 
落下して、けがの原因となることがあります。 

この機器にまったり、ぶ6下がったりしないでください。特にお子様じはごを意ください。 
倒れたり、こわしたりして、けがの原因となることがあります。 

この機器の上に物を置かないでください。この機器の上には通気みがあります。届気孔をふ 
さぐと中に熱がこもり、义災の原因となることがあります。 


〇 


0 


この機器の上に重いものや外枠か6はみ化るような大きなものを置かないでください。バラ 
ンスがくずれて倒れたり、を下して、けがの原因となることがあります。 


A 


高温‘;主意 


• 使用中および使巧直後は、操作部、後面接続端す部 W 外は高温になっているので手を触れな 
いでください。やけどの恐れがあり、危険です。特に上面など高温部には触れないでください。 
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主な特長 I 

V_ y 



• ハイパワー 80 WX 2 

(4 Q 、 ダイナミックパワ ー） 

スリムなボディーなが6、大型電源部による八イ-パワー 
で音楽を躍動的に再生します。 

• 高音質設計 

信号経路の最短化や高音質パーツの探用、ゆとりのある電 
源回路など単品コンポーネントな6ではの高音質設計と 
なっています。 


• 録音セレクターを搭載 

テープデッキ、 CD - R / MD 闇でのダビングや、裏録音を巧 
能にする録音セレクターを搭載しています。（一14ぺージ） 


• レコードプレーヤーの接続が可能な 
フォノ入力端子 

フォノアンプを搭載していますので、レコードプレーヤー 
をそのまま接続して楽しむことができまず。 （ MM カート 
リッジのみに対応します。）13ページ） 


• 2系統スピーカー出力端子搭載 

2組のスピーカーを鳴6し分けるのはもちろん、中.高域、 
ほ域用に出力端子が分かれたバイワイヤリング対応のス 
ピーカーにわ簡単に接続できます。端子はオーディオ用の 
太めのコードもお実に接続できるスクリューまを探用しま 
した。また、ワンタッチで簡単に接続できるバナナプラグ 
にも対応しています。（一7ぺージ） 


• 卜ーンコントロール機能 

低音域，高音域の強弱調整が可能なトーンコント□ール機 
能を搭載していますので、システムにあわせておがみの音 
質に調整できます。 （^8 ページ） 


• ラウドネス機能 

ル音量再生時に音楽を聞き取りやす<ずるラウドネス機能 
を搭載しています。（^8ぺージ） 

• ワイヤレスリモコン付属 

本機をはじめマランツの CD プレーヤーなどを操作可能な 
ワイヤレスリモコンを付属しています。（一10ページ） 
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ご使用の前に 

V_ J 


■ 次のような場所には置かない ■ 乾電池の取扱いかた 


本機をホホ< ご使巧いただ< ために、次のような場所には 
置かないで < ださい。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を発をする機器に近い所 
• 湿気のをい所や風通しの悪い所 
• ほこりのをい所 


• 振動のある所 

• ぐ6ついた台の上や傾勒のある不安をな巧 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる所 
放熱のため、本機を下図の适りじ壁や化の機器等から離 
して設置してください。 






■上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。届風みをふさぐと事 
故や故障の原因になります。 


乾電池を誤って使用すると、巧われや破裂、腐食などの原 

因となることがあります。 

t (下のを意をよ < 読んでご使用ください。 

• 長期聞 （1 ヶ月上）リモコンを使用しない時は、電池 
を取り化しておいてください。 

• 古い乾電池と新しい乾電池を一緒に使用しないでくださ 
い。 

• 乾電池のプラス十とマイナスーの向きを機器の表示通り 
正しく入れてください。 

• 乾電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありま 
す。種類の達う乾電池を混ぜて使用しないで < ださい。 

• 液もれを起こした時は、ケース内に付いた巧をよくはき 
取ってからま斤しい電池を入れてください。 

• 不要になった電池を廃棄する場合は、お住まいの化方自 
ミ台体の指示（を例）じ従って処理してください。 


■イ寸属品の確認 

箱を開けたら下記の付属品が揃っていることをご使用の前 
にご確認 < ださい。 

• リモコン 


"EM 



の 

Cs) 

の—〜 

mar*anlz 


■使用中-使用直後に上面などの高温 
部には触れない 

使用中と使巧直後は、操作部> 後面接続端す部 W 外は高温 
になっているので手を触れないで<ださい。やけどのおそ 
れがあり危険です。特に上面などの高温部には触れないで 
ください。 


•単4乾電池2本 



• 取扱説明書（本書) 
• 保証書 


■ ご使用いただく電源電圧-周波数 

• 電源電圧は、交流 100 V をご使用ください。 

• 電源周波数は、已 OHz 地域または 60 Hz 地域でご使用で 
きます。 
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接続のしかた 

V_ ) 


ごま意 


接続するときは本機および接続する各機器の電源を必ず切ってから行ってくださし、。 


CD プレーヤー 


MD またはテープデッキ等 


スピーカー システム 


^ -^ 

II 


0 〇 〇 〇 II 

6 

8 S S 8 

留苗〇⑩ 


出力端子へ 
(LINE OUTPUT ) 

巧を出力端子と 
固を出力端子が 
ある場合は、固 
走:出力端子を使 
用してください。 


AC OUTLET について 
• スイッチ連動 （ SWITCHED ) 

本機の電源スイッチと連動して 
電源を ON/OFF します。 

• スイッチ非連動 （ UNSWITCHED ) 
本機の電源スイッチとは独立し 
て電源を供給します。 

どちらも電力容量は、100 W が 
下です。消費電力の大きいもの 
は接続しないでください。 





〇〇 〇 〇 


〇 。0 

曰 ~ 1 口 C 3 己 

〇 ◎留 



レコードプレーヤー 

フオノアンプ付属の レコー 
ドプ レー ヤーは AUX 端子に 
接続してください。詳しく 
は レコー ドプ レー ヤーの取 
扱説明書をお読みください。 チュ —+ — 

スピーカーシステムの接続 


/ 



\ 

1- C 



◎◎◎ 〇 0 

6 

◎ © 


◎ 〇 〇 ◎ 


CD レコーダー等 


スピーカーシステム 


化力端すじは、プラス （©: ホを）とマイナス （©: 黒色）の極性があり，スピーカーシステムにも極性（©と©)があります。 
接続する場合は、あず同じ極性（©と®、©と©)に接続してください。 


■ スピーカー コー ドの接続 


















































































































































































































各部の名称とはたらき 

Vs _ J 


■ 前面 



① 電源スイッチ (POWER ON / OFF ) 

一度押すと電源が入り、ちう一度押ずと電源が切れます。 
さ6に電源スイッチが ON 巧態の時，リモコンを使って電 
源を人れたり切ったりできます。 

リモコンの MAIN POWER OFF ボタン（または 
SOURCE POWER ボタン）を押して電源を切った場合， 
本機は待機状態（スタンバイ）となリます。また、この 
スイ、ソチとリモコンの MAIN POWER OFF ボタン（ま 
たは SOURCE POWER ボタン）で，後面にある AC 
OUTLETS ( SWITCHED ) の電源を ON / OFF できまず。 
スタンノ'{イの時は、②スタンバイインジケーターが点灯 
します。 

リモコンの説明は10ページを参照してください。 

初期状態の時はスタンバイ状態より動作しまず。イン 
プットセレクターを回して電源を入れてください。 

② スタンバイインジケーター ( STANDBY ) 

待機状態の時に点なします。 

③ インプット セレクター (INPUT SELECTOR ) 

録音や再生をするために、 PHONO 、 CD 、 TUNER , 
AUX / DVD、RECORDER 1( CD - R)、RECORDER 2 
( MD / TAPE ) それぞれのプ□グラムソースを逞択する 
スイ、ソチでず。 

スタンバイ状態の時このノブを回すと電源が人ります。 

④ 卜ーンデフイートスイッチ （TONE DEFEAT ) 

才ーディオ信号を卜ーンコント □ —ル回路に通さない場合 
じスイ、ソチを ON (押した状態）じします。この時トーン 
コント□-ル、バランスコント□-ル機能は働きません。 

⑥ミューティングインジケーター ( MUTE ) 

リモコンの MUTE ボタンを押すと点灯します。もう一 
を押すと消灯します。 


ごを意 


このインジケーターが点なしていますと音がでない状態 
じなります。消灯する時には今一度、ボリュームコント 
口ールつまみの位置を確認してください。音量が大きい 
位置になったままですと、接続しているスピーカーがダ 
メージを受ける恐れがあります。 


⑧ボリュームコントロールつまみ ( VOLUME ) 

音量を調整します。つまみをち（〇)にまわすと音量が 
大きくなリます。 

付属リモコンの UP (音量を大きくする ） /DOWN (音 
量を小さくする）でもコント□ールできまず。 

⑦ ラウドネススイッチ （ LOUDNESS ) 

小さい音量の時、ほ音および高音を強調することにより> 
人闇のちの特性に合わせて音質を巧正します。押した状 
態でラウドネス効まを発揮します。 

⑧ スピーカー1/2スイッチ （ SPEAKERS 1/ 2) 

後面パネルの SPEAKER SYSTEMS 1、2端子を達択ず 
るスイ、ソチです。スイッチを1、2両方 ON (押した状態） 
にすると、同時に両方のスピーカーシステムを使用する 
ことができます。へ、ソドホンのみを使用する時は、スイ、ソ 
チは 1 、2共に OFF (押していない状態）にしてください。 

⑨ バランスコントロールつまみ （ BALANCE ) 

LEFT (左）チャンネル 、 RIGHT (ち）チャンネルどち 
6か一方のチャンネルの音量を変える場合に使います。 
なお、バランスコント□ールつまみがどちらか片方いっ 
ぱいじまわしき6れていますと、反対側のスピーカーか 
6は音がでませんのでごを意<ださい。 

⑩ 卜ーンコントロールつまみ （ BASS 、 TREBLE ) 

音質を調節するつまみで、各音域の強弱はそれぞれのつ 
まみをまわすことによってコント□ールされまず。 

各音域と电時計回りで強調され、反時計回りで弱め6れ 
まず。 

TREBLE :高音域の音質を調整しまず。 

BASS :低音域の音質を調整しまず。 

⑩録音セレクタースイッチ （REC SELECTOR ) 

CD - R , MD / TAPE 聞でのテープダビングモードや、録音 
出力 （REC OUT ) 端すか6化力される信号を運びます。 

⑩ホ外線受光窓 （旧 SENSOR ) 

赤外線リモコン信号を受ける窓です。リモコンを受光窓 
に向けて送信してください。 

妇) へッドホンジャック （ PHONES ) 

このジャックは標準プラグのステレオへ、ソドホンを使い 
ます。ミニプラグタイプのへ、ソドホンを使う時はアダプ 
ター（別売）を使用してください。 
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各部の名称とはたらき 


■背面 



@ PHONO 入力端子 

アナ□グレコードプレーヤーの化力端子を接続する 
ジャツクです。 

® 接地端子 ( GND ) 

アナ□グレコードプレーヤーのアース綜を接続します。 


①リモートコントロール端子 （REMOTE CONTROL ) 

専用のケーブルを使用して、リモートコント□ール端す 
を備えたマランツ製のオーディオ機器を接続できます。 
化力の UT ) 端子は接続した機器への信号を信に使用し、 
人力 （ IN ) 端すは接続した機器か6の信号受信に使用し 
まず。 


◎ TUNER 入力端子 

チューナーの出力端子を接続するジャックです。 

◎ CD プレーヤー入力端子 

CD プレーヤーの化力端子を接続するジャックです。 

© AUX / DVD 入力端子 

DVD プレーヤ ー、 TV 音声多重/ステレオオーディオ 
チューナー、ビデオデッキ、レーザーディスクプレー 
ヤーなどの AV 機器の音声出力端子を接続できる外部入 
カジャックです。 

© RECORDER 2 ( MD / TAPE ) 入出力端子 

MD デッキまたはテープデッキの再生 (化力 )端子と録 
音（入力）端子を接続するジャックです。 

◎ RECORDER 1 ( CD - R ) 入出力端子 

CD レコーダーの再生（化力）端子と録音（人力）端子 
を接続するジャツクです。 


Q ) AC アウトレット 

(SWITCHED/UNSWITCHED) 

本機の AC アウトレットサら他の AV 機器に電源を供給 
できます。 

本機は SWITCHED と UNSWITCHED の AC アウトレッ 
卜を装備しています。 

SWITCHED ( スイッチド：連動） 

本機の電源 ON / スタンバイに連動し、電源供給を ON / 
OFF します。 

消費電力が最大100 W までの機器を接続できます。 

UNSWITCHED ( アンスイッチド：非連動） 

本機の電源 ON / スタンバイに圉係な<、電源供給をし 
まず。 

消費電力が最大100 W までの機器を接続できます。 

狡電源コード 

ごを庭の電源コンセントに接続してください。交流 
10 0 V の 50 Hz 巧域と 60 Hz 地域でご使用いただけます。 


@スピーカーシステム 1/2端子 
(SPEAKER SYSTEM 1 / 2) 

1組または2おの スピーカーシステムを 接続する端子で 
す。 
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广 \ 

各部の名称とはたらき 

V_ J 


■ リモコン 


の電源のオン-スタンバイ 


このリモコンは PM 4001とリモコン受光窓の付いているマ 
ランツ製 CD プレーヤーや DVD プレーヤー及びチューナー、 
テープデッキなどをコント□ールずることができます。リ 
モコン操作によりコント□ールできる内容が異なる場合も 
ありますので、組み合わせる機器の取扱説明書も参照して 
ください。 

ボタンレイアウトは下図を参照してください。 



a. MAIN POWER ON ボタン 

PM 4001がスタンバイ状態の時オンじなります。 


b. MAIN POWER STANDBY ボタン 

PM 4001が電源オン状態の時スタンバイになります。 

C . SOURCE POWER ボタン 

マランツの CD プレーヤー、チユーナー、 CD-R など 
で電源スタンバイ機能があるモデルは、入力切り替 
えボタンに続けてこのボタンを押すと、電源オン/ 
スタンバイの切り替えができます。 

TUNER ボタンを押した後このボタンを押すと、チユ 
ーナーの電源がオンじなり、もう一度押すとスタン 
バイとなります。 

AMP ボタンと続けてこのボタンを押すと PM 4001 
の電源がオン/スタンバイ交互に切り替わります。 


回入力切換えボタン 


参入カ ソース ボタン 

人カソースをダイレクトに選択するボタンです。本 
磯では AMP ボタンは使用しません。 


PM 4001 本体では AUX と DVD および REC 0 RDER 2 
の TAPE と MD はそれぞれ同じ人力端子になっていま 
すが、リモコンではマランツ機器を個別に操作できる 
ように別々のボタンが巧意されています。 

参 INPUT ▲ボタン 

入カソースを順送りして選択するボタンです。 

本体のファンクションインジケーターに表示される 
入カソースをちにちります。 


参 INPUT ▼ボタン 

入カソースを逆送りして逞択するボタンです。 

本体のファンクションインジケーターに表示される 
入カソースを左にをります。 

图ボリューム調整ボタン 


参 MUTE ボタン 

ミュート状態にするボタンでず。もう一度ボタンを 
押すとミュートを紹除します。 

ミュート中に VOLUME ^ または▼ボタンを押して电 
ミュートを解除します。 


参 VOLUME ▲ボタン 

音量を大きくするボタンです。 


参 VOLUME ▼ボタン 

音量をかさくするボタンです。 


团プレーヤーなどを操作するボタン 

マランツ製 CD プレーヤーや DV D プレーヤーなどの基 
本的な操作をするボタンのグループです。 X の入力切換 
えボタンで違択した入カソースによりそれぞれの機器に 
対応した機能に変わります。 
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各部の名称とはたらき 

V_ J 


■ CD 


CD ボタンを押した場合は、团のボタングループは下表の 
ように機能します。 CD 入力端子にはマランツ製 CD プレー 
ヤーを接続しておくと操作することができます。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

ディスクトレイの才ープン / クローズ 

REPEAT 〇 

リピート再生 

RETURN / 
Q - REPLAY 八 

クイックリプレイ 

II 

ポーズ（一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►1 

トラックスキップ（次の曲へ進む） 


トラックスキップ（曲の始め/前の曲へ戻る） 

►► 

サーチ 话送り） 


サーチ （早戻し） 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 

ィ 

使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

クイックリプレイ設を時に使用 

TOP MENU 

時間表示切り替え 

MODE 

スーパーオーディオ CD の再生エリア選択 

MENU 

クイックリプレイ設定時に使用 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

才ートミュージックスキャン （ AMS ) 再生 

PROG . 

プログラム再生 

CLEAR/CANCEL 

プログラムした曲の取り消し 


国 TUNER 


TUNER ボタンを押した場合は、ののボタングループは下 
表のように機能します。 TUNER 人力端子にはマランツ製 
チューナーを接続しておくと操作ずることができます。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

使用できません 

REPEAT 〇 

使用できません 

RETURN / 

Q . REPLAY < r > 

使用できません 

II 

バンド切り替え 

► 

使用できません 

■ 

スリープタイマー ( ST 7001のみ） 

►►1 

プリセット局順送り 


プリセット局逆送り 

►► 

チューニング（周波数）アップ 


チューニング（周ぶ数）ダウン 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 

< 

使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

TOP MENU 

使用できません 

MODE 

ステレオ/モノラル切り替え 

MENU 

メニュー 

RANDOM 

使用できません 

SCAN 

プリ セツ トスキャン 

PROG . 

タイマープログラム 

CLEAR/CANCEL 

プログラム取り消し 


■ DVD 


DVD ボタンを押した場合は，ののボタングループは下表 
のように機能します。 AUX / DVD 人力端子にはマランツ製 
DVD プレーヤーを接続しておくと操作ずることができまず。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

ディスクトレイの才ープン / クローズ 

REPEAT 〇 

リピート再生 

RETURN / 

Q.REPLAY 八 

前のメニュー画面に戻る 

II 

ポーズ（一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►I 

トラックスキップ（次の曲へ進む） 


トラックスキップ（曲の始め/前の曲へ戻る） 

►► 

サーチ焊送り） 


サーチ（早戻し） 

A 

力ーソルを上に移動 

▼ 

力ーソルを下に移動 

ィ 

力ーソルを左に移動 

► 

力ーソルを右に移動 

ENTER 

選巧した項目を決定 

TOP MENU 

最初のメニュー画面を表示 

MODE 

音声切り替え 

MENU 

メニュー画面を表 W 

RANDOM 

ランダム再生 

SCAN 

サーチ種類を選が 

PROG . 

プログラム再生 

CLEAR/CANCEL 

リピート、ランダム、プログラム再生の取り消し 


■ TAPE 

RECORDER 2( TAPE ) ボタンを押した場合は、ののボタン 
グループは下表のようじ機能しまず 。 RECORDER 2 ( TAPE ) 
端子にはマランツ製テープデッキを接続しておくと操作す 
ることができまず。 


ボタンの名称 

機能 

OPEN/CLOSE A 

テープ取り出しはホ応機種のみ） 

REPEAT 〇 

使用できません 

RETURN / 

Q.REPLAY 八 

ダイレクション （ A / B 面切り替え） 

II 

ポーズ （一時停止） 

► 

プレイ（再生） 

■ 

ストップ（停止） 

►►I 

次の曲へ 


前の曲へ 

►► 

早送り 


早房し 

A 

使用できません 

▼ 

使用できません 

ィ 

使用できません 

► 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

TOP MENU 

時間表示切り替え 

MODE 

使用できません 

MENU 

使用できません 

RANDOM 

使用できません 

SCAN 

使用できません 

PROG . 

使用できません 

CLEAR/CANCEL 

カウンターリセット 
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广 \ 

各部の名称とはたらき 

V_ J 


■ リモコンの使用について 

参リモコンに乾電ミ也を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用じなる前に、リモコンに乾 
電油を入れて < ださい。 

付属の乾電油はリモコンの動作殖認用です。 

①裏ぶたをはずします。 


②新しい単4乾電池2本を、極性表示 （®: プラスと©: 
マイナスの向き）にを意し、表示通りに正しく人れます。 


参リモコンの動作範囲 

リモコンによる本体の操作可能範囲は下國のように約己 m 
の距離です。 



参使用上のを意 

• リモコンの受光部に直斯日光やインバーターを光ななど 
の強い光を当てないで< ださい。リモコンが操作できな 
い場合があります。 


• リモコンを操作すると、赤外線で操作する他の機器を誤 
動作させることがありまずのでごを意ください。 

• リモコンとリモコン受信部の園に障害物があると操作で 
きません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが押し 
続け6れた状態になり、電油が消耗してしまうことがあ 
U まず。 


③カチ、ソと音がするまでしめます。 
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基本的な使いかた 

V_ ノ 


INPUT SELECTOR VOLUME コントロールつまみ 


@ © 



■ レコードを再生する 

1. INPUT SELECTOR ® で PHONO にします。 

2 . レコードプレーヤーを操作します。 

3. VOLUME コント日ールつまみ®で音量を調整しまず。 

4. TONE CONTROL つまみ◎で音質を調整します。 


ごを意 


• レコードプレーヤーの力ートリツジを巧あする時や、レ 
コード盤に針をのせるときは、ボリュームをしぼった状 
態で行って< ださい。 

• レコードプレーヤーをスピーカーシステムの近くに設置 
しますと、八ウリング（ブーンという振動音）を起こし、 
音量を大きくできない場合があります。 

• レコード 盤に針をのせたまま電源を切6ないでください。 


■ FM / AM 放送の聴きかた 

1. INPUT SELECTOR @ で TUNER にしまず。 

2. チューナーを操作し、放ちを受信します。 

3. VOLUME コント日ールつまみ©で音量を調整します。 

4. TONE CONTROL つまみ◎で音質を調整します。 

■ CD プレーヤーを再生する 

1. INPUT SELECTOR ® で CD にします。 

2 . CD プレーヤーを操作しまず。 

3. VOLUME コント日ールつまみ©で音量を調整します。 

4. TONE CONTROL つまみ◎で音質を調整します。 

■ AUX / DVD に接続した機器の聴きかた 

1. INPUT SELECTOR @ で AUX/DVD にしまず。 

2. AUX/DVD に接続した機器を操作します。 

3. VOLUME コント日ールつまみ©で音量を調整します。 

4. TONE CONTROL つまみ◎で音質を調整します。 
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テープデッキ等を使う時 

V_ ) 


INPUT SELECTOR VOLUME コントロールつまみ 


@ ③ 



■ CD-R、MD/TAPE 再生する 

1. INPUT SELECTOR @ で RECORDER 1 ( CD - R ) また 
は RECORDER 2 ( MD / TAPE ) じしてください。 

インジケーターが点なします。 

2. CD - R あるいは MD 、 テープデッキを操作し、録音済み 
メディアを再生します。 

3. VOLUME コント日ールつまみ®で音量を調整しまず。 

4. TONE CONTROL つまみ◎で音質を調整します。 

■ CD-R、MD/TAPE 録音する 

レコードプレーヤーやチューナー、および CD プレーヤー 
な どのプ □グラム ソースを テープに録音するには， 次のよ 
うに行ってください。 

1. REC SELECTOR スイッチ◎で、録音しようとするプ 
□グラムソースを違びまず。 

2 . プ□グラムソースを再生しまず。 

3. CD - R あるいは MD / テープデッキを操作してテープま 
たはディスクじ録音します。 


■録音セレクター (REC SELECTOR ) スイッチ 
の使用について 

REC SELECTOR スイ、ソチ◎は、 MD やカセットテープを 

別のメディアへコピーするときや、 CD を CD - R に録音する 

場合などに使用しまず。 

この スイ、ソチは TUNER のソースをスピーカーで聞きなが 

ら、 CD を CD - R に コピー ずる等の裏録音をする時にも使う 

ことができます。 

1. スイッチが OFF の位置では、信号は REC OUT 端子に 
は化力されません。信号を MD やテープに録音するじ(外 
は 、 REC OUT 端子に信号を化力するあ要はありません。 
スイッチを OFF の位置にセットすると、本機内部の信 
号経路が短<なり、ク□ストーク（信号の漏れ）などを 
少なくずることができまず。 

2. SOURCE の位置では 、 INPUT SELECTOR @で逞択し 
た信号を RECORDER 1 ( CD - R) 、 RECORDER 2 ( MD / 
TAPE ) に録音できます。 

3. COPY の位置では、 RECORDER 1 ( CD - R ) の信号 
を RECORDER 2 ( MD / TAPE ) へコピ ー、 または 
RECORDER 2 ( MD / TAPE ) の信号を RECORDER 1 
CD - R ) へコピーが できます。 

4. PHONO の位置では ， PHONO (レコード）の信号を 
RECORDER 1 ( CD - R) 、 RECORDER 2 ( MD / TAPE ) 
に化力します。 

5. CD の位置では、 CD の信号を RECORDER 1 ( CD - R ). 
RECORDER 2 ( MD / TAP 曰 OUT 1 こ化力しまず。 

6 . TUNER の位置では、 TUNER の信号を RECORDER 1 
( CD - R) , RECORDER 2( MD / TAPE )0 UT に化力します。 

7. AUX の位置では、 AUX の信号を RECORDER 1 ( CD - R ). 
RECORDER 2 ( MD / TAP 曰 OUT 1 こ化力しまず。 
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故障とお考えになる前に 

故障かな？と思われましたらちょっとチェックしてみてく 
ださい。 

意外な操作ミスで故障と思われることがあります。 

下記の項目をチェックしても正常に動作しない場合は、お 
買い上げ1こなった販売店、お近くのマランツコンシューマー 
マーケティ ング各営業所、 または当社サービスセンターに 
ご相談 < ださい。 

★アンプが動作せずインジケーターが点灯しない 

1. 電源プラグが正しく AC コンセントじ差し込まれている 
かお認してください。 

★インジケーターは点灯するがアンプが動作し 
なし、 

1. インプットセレクタースイ、ソチ （INPUT SELECTOR ) 
を園違えていないか、ボリュームコント□ールつまみ 
( VOLUME ) 位置が MIN になっていないか、ミュート 
( MUTE ) が ON になっていないかなどをチェックしてく 
ださい。 

2. 電源スタンバイ状態になっていないかチェックしてくだ 
さい。 

長い圉ご使用にな6ないとバックアップが解除されま 
す。 セレクターノブを回してみてください。 

★—方の スピーカーから しか音が聞こえない 

1. バランスコント日ールつまみ （ BALANCE ) の位置を 
チェックしてください。 


(3 t 様-外観寸法図 

■仕様 

定格化力 （20 Hz 〜20 kHz 両 ch 同時驅動） 

. 40 W X 2 (8 Q 負荷） 

.47 WX 2 (目 Q 負荷） 

.55 WX 2 (4 Q 負荷） 

ダイナミックパワー 

.55 WX 2 (8 Q 負荷） 

.67 WX 2 (目 Q 負荷） 

. 80 W X 2 (4 Q 負荷） 

全高調液歪率に日 Hz 〜2日 kHz 、8 Q 負荷） .0.03 96 

混変調を率 ( SMPTE ). 0.015 96 

出力帯域幅 （8 Q 負荷、0.03 %) . 10 Hz 〜50 kHz 

周波数特性 （ CD 、 卜ーンデフィート） . 10 Hz 〜100 kHz 遮 

ダンピングファクター (8 Q 負荷、2日 Hz 〜10 kHz ). 100 

入力感度/入カインピーダンス 

PHONO ( MM ). 2.己 mV /47 k Q 

HIGH LEVEL .170 mV/SO k Q 

PHOMO 最大許容入力 （1 kHz ) 

( MM ).130 mV 

RIAA 偏差 

(40 Hz 〜 20 kHz ).± 0.3 d 巳 

S / N 比 （A - ウェイト補正） 

PHONO ( MM ). 83 d 巨 C 」 EITA ) 

HIGH LEVEL . 87 d 巨 C 」 EITA ) 

電源部 

電源電圧 . AC 100 V . 50/60 Hz 

ミ肖費電力 . 100 W 

キャビネット’その他 

最大外形寸法（幅 X 高さ X 奥巧き） . 440 X 117 X 341 mm 

質量 .6.6 kg 


2. セットの電源を切り、左ちチャンネルのスピーカーコー 
ドを入れ換えてみてください。それでも同じスピーカー 
か6音がでないときは接続コード、あるいはスピーカー 
の不良です。 

★ レコードプレーヤーのハムが大きい 

1. フォノプラグと端子が正し < 殖実に接続されているか 
チェックしてください。 

2. レコードプレーヤーのアース綜をセット後面じある 
GND 端子に接続してみてください。すでに接続されて 
いる場合は、はずしてみてください。 

3. フォノカートリッジが卜ーンアームじしっかり接続され 
ているかチェックしてください。 

4. レコードプレーヤーの電源コードプラグを逆にして、コ 
ンセントに差し込んでください。 


本機の規格および外観は改をのため予告なく変更ずることがありま 
すが> ご了承<ださい。 


■ 外観寸ま図 
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その他 

V J 


■お手入れ 

• セットがミちれた時は柔6かい布でからぶきしてください。 
ミちれがひどい時は食器用洗剤を5 ~ 6倍じうすめ、やわ 
5かい布に浸し、固く紋ってミちれをふきとったあと、乾 
いた布でか6ぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性の 
ものが付着すると塗装がはげたり、光がが失われること 
がありますか5絶対にご使用にな5ないで<ださい。ま 
た、化学ぞうきんでこすったり、長時圍接触させたまま 
にしておきますと変質したり、塗料がはげたりすること 
があリますのでごを意ください。 


■ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所じよっては気になるものです。隣お 
所への函慮（思いやり）を十分にいたしましょう。 
ステレオの音量はあなたの也がけ次第で大きくわかさくも 
なります。特に静かな夜園にはルさな音でも通りやすいも 
のです。夜園の音楽観賞には特に気を配りましょう。窓を 
閉めたり、へ、ソドホンをごな用になるのも一つのちまです。 
お互いに怎、を函り、1央い生活環境を守りましょう。 


■保証.ア フターサー ビスについて 

1. この商品には保証書を別途添がしてありまず。 

保証書は「販売店 EP • 保証期园」をご殖認の上，販売店 
か5お受け取りいただき，よくお読みの上、大切に保存 
してください。 

2. 本体の保証期闇はお買い上げ日より1年闇です。 
お買い上げ販売店又は当社営業所で保証記載事項じ基づ 
き「無料修理」致します。 

3. 保証期园経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望 
により有料修理致します。 

4. 当社はこの製品の巧修用性能部品を製造巧切後最低8年 
闇保有していまず。 

5. 補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフターサービス 
についての不明な点は，お買い上げ販売店または取扱説 
巧書の裏面に記載の当社お客様ご柜談センターに遠慮な 
くご相談ください。 

6. 修理を化頼される際には、お手数ですがわう一度"古女 
障とお考えじなる前に"をご参照の上よくお調べくだ 
さい。それでも直6ない時は、かず電源プラグを抜いて 
から、お買い上げ販売店または当社営業所、サービスセ 
ンターにご連絡ください。 


f '\ 

ご連絡いただきたい内容 


1) 

品を 

インテグレーテツドアンプ 

2) 

品番 

PM4001 

3) 

お買い上げ日 

年月日 

4) 

古徘章の状況 

(できるだけ具体的に） 

目） 

ご住所 


6) 

おを前 


7) 

電話番号 



V _ J 
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お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 ： 30- 12 ： 0013 ： 00- 17 ： 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧ください。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 


Printed in China 


12/2006 00 M 44 BW 851113 mzh-d 





